


































































ラテンアメリカ日誌‐２００７年‐

≪資　料≫

記事国名月 日

ベネズエラ 12月の大統領選で3選を果たしたチャベス(Hugo Rafael Chávez Frías)大統領

は、新内閣の閣僚宣誓式で「21世紀の社会主義」を唱え、いったん民営化した

基幹産業を「再び我々の手に取り戻す」と語り、通信、電力事業などの再国有化

を進める方針を打ち出した。

1 8.

ベネズエラ カラカス株式市場の平均株価が、18.7％と史上最大の下落を記録した。前日に

チャベス大統領が国有化を打ち出した通信会社などの株価が暴落した事が引

き金となった。

1 9.

ニカラグア 左派・サンディニスタ民族解放戦線のダニエル・オルテガ(José Daniel Ortega

Saavedra)氏が大統領に就任した。オルテガ氏は就任演説で、米国が主導して

きた新自由主義経済政策を批判し、キューバ、ベネズエラ、ボリビアで構成する

「ボリバル代替統合構想」に加盟する意向を表明した。

1 10.

ベネズエラ チャベス大統領の3期目の就任式が行われた。任期は6年。1 10.

アルゼンチン 国際手配されていたイサベル・ペロン(Isabel Martínez de Perón)元大統領を、ス

ペインの警察当局はマドリード近郊の自宅で逮捕した。1974～1976年の政権時

代に起きた反体制派市民の行方不明事件に関与した疑い。

1 12.

エクアドル 昨年11月の大統領選挙で当選したコレア(Rafael Correa Delgado)氏の就任式

が行われ、「ラテンアメリカは真の変革の時にある」と語り、米国主導の新自由主

義経済を厳しく批判した。

1 15.

ベネズエラ チャベス大統領は国会演説で、ベネズエラでの欧米の国際石油資本などが中

心になって進めてきた超重質油開発を含め、国内のすべてのエネルギー産業

を国有化すると表明した。

1 15.

南米 ブラジル・リオデジャネイロで18・19日の両日、メルコスル（南米南部共同市場）

首脳会議が開催された。ボリビアの正式加盟やウルグアイ、パラグアイ両国の関

税優遇措置などをめぐる議論で結論が先送りされるなど、加盟国間の不協和音

が目立った。

1 18.

チリ 政府と商工団体は、ジャケットとネクタイを着用しないことで省エネに励もうと国

民に呼びかけることを決定した。政府は、公的機関でも軽装で働いてよいと通

達を出した。日本のクールビズを見習っての決定。

1 18.

ホンジュラス セラヤ(Manuel Zelaya Rosales)大統領は、国内で民間企業が保有する石油貯

蔵ターミナルを一時的に国の管理下に置いたと宣言した。大統領は「国有化で

はなく、石油製品の価格抑制のための一時的使用」としている。

1 18.



ベネズエラ チャベス大統領は国民向けテレビ演説で、ベネズエラの急進的な左派政策に

懸念を表明する米国務省を念頭に、「グリンゴは地獄へ落ちろ」などと米国を厳

しく非難した。

1 21.

プエルトリコ ギネスブックが世界最高齢者と認定していたエミリアノ・メルカド(Emiliano

Mercado)氏が、老衰のため亡くなった。115歳だった。

1 24.

メキシコ カンクンで体重6.4キロの男児が生まれた。ルイス(Luis Vasconcelos)さんとテレ

サ(Alejandra Teresa Cruz Ramírez)さんの間に生まれたアントニオ(Antonio)君

で、地元では「スーパー・アントニオ」君として話題になっている。病院側は「血

糖値が若干高めだが、問題はない」としている。

1 29.

ブラジル サッカーのイタリア1部リーグACミランは、公式ウェブサイト上でブラジル代表ロ

ナウド(Ronaldo Luís Nazário de Lima)をスペイン1部リーグ、レアル・マドリードか

ら獲得したと発表した。契約期間は1年半で、移籍金は750万ユーロといわれて

いる。

1 30.

キューバ キューバ国営テレビは、病気療養中のカストロ(Fidel Castro Ruz)国家評議会議

長がベネズエラのチャベス大統領と会談する映像を放映した。映像公開は約

3ヵ月ぶり。

1 30.

ベネズエラ 米国務副長官に指名されたネグロポンテ(John D. Negroponte)国家情報長官は

「ベネズエラのチャベス大統領は中南米の民主化にとって脅威だ」と述べ、チャ

ベス大統領を批判した。ベネズエラ外務省は「ネグロポンテ氏のやけくその表現

を拒絶する」「発言は平和と民主主義にとっての真の脅威」と反論した。

1 30.

メキシコ 主食トルティーヤの価格高騰に抗議し、首都メキシコ市で野党や労働組合主催

の抗議デモが開催され4万人の市民が参加した。

1 31.

ベネズエラ 国会はチャベス大統領に、国会審議を通さずに単独で法律を制定する事が可

能な「授権法」を付与することを満場一致で決めた。

1 31.

ベネズエラ チャベス大統領は、オリノコ川流域の重質油地帯で欧米国際石油資本が参加

している4つの操業プロジェクトについて、「5月1日から国有化する」と宣言した。

国営石油会社(PDVSA)の出資比率を少なくとも6割に引き上げる。従わない企

業については国外追放も辞さないと述べた。

2 1.

ボリビア 最高裁はサンチェス(Gonzalo Sánchez de Lozada)元大統領と同政権の閣僚2人

について殺人容疑などで逮捕命令を出した。3人は米国に亡命しており、国際

手配の手続きがとられる予定。

2 4.

メキシコ メキシコ市で闘牛に反対するデモが行われた。参加者は「闘牛士は殺人者」と

書いたポスターなどを掲げながら、闘牛場周辺を行進した。

2 5.

コロンビア

エクアドル

コロンビア軍が左翼ゲリラ鎮圧のために除草剤を空中散布し、隣国エクアドルで

農作物や住民の健康に被害が出ている問題で、国境地帯のエクアドル住民が

首都キトで抗議のデモをした。参加者60人がコロンビア大使館前で除草剤散布

に反対の声を上げた。

2 8.



ボリビア モラレス(Juan Evo Morales Ayma)大統領は、スイスの金属関連企業、グレンコア

が所有するボリビア中部ビントのスズ精錬工場を国有化すると宣言した。宣言

は、軍が工場を占拠した後になされた。

2 9.

コロンビア

エクアドル

コレア大統領はコロンビアとの国境地帯を訪れ、空軍に対して領空侵犯する航

空機を全て迎撃するよう命じた。

2 13.

ベネズエラ 情報省は、チャベス大統領がDJ役を務めるテレビ・ラジオ番組「こんにちは、大

統領」が15日から週5日の帯番組に拡大されることを発表した。従来、番組は日

曜日の午後に放送されてきたが、木曜日がテレビ、それ以外の平日はラジオで

1時間放送される。

2 13.

グアテマラ ノーベル平和賞受賞者のリゴベルタ・メンチュ(Rigoberta Menchú)氏が、9月の

大統領選に出馬する意向を表明した。中道左派政党「グアテマラのための出会

い」の立候補要請を受け入れ、3月下旬の党大会で正式決定する見通し。

2 22.

グアテマラ グアテマラ市の住宅街で地面が陥没し、直径約20メートル、深さ100メートル以

上の巨大な穴が出現した。当局は、地下下水管が破裂した事が原因とみてい

る。

2 23.

ブラジル ブラジル地理統計院は、2006年の国内総生産(GDP)が前年比で2.9％増えたと

発表した。通貨レアル高とインフレの抑制を目的とした高金利政策が影響し、政

府の当初見通しの4％前後を大幅に下回った。

2 28.

キューバ 昨年末に腸内出血で手術を受けて以来、暫定的に権限を側近に委譲している

カストロ国家評議会議長について、ペレス(Felipe Ramón Pérez Roque)外相は

訪問先のパナマで、いずれ議長職に復帰するとの見通しを示した。

3 2.

コロンビア 南西部ネイバで下水溝に仕掛けられていた爆弾が爆発し、警官4人と女性1人

の計5人が死亡した。コロンビアでは3月のブッシュ(George W. Bush)大統領訪

問を控えて、左翼ゲリラ、コロンビア革命軍によると見られる爆破テロなどが相次

いでいた。

3 3.

メキシコ ノーベル文学賞作家、ガブリエル・ガルシア・マルケス(Gabriel García Márquez)

氏が80歳の誕生日を迎えた。現在の居住地であるメキシコで祝福の行事があっ

たが、本人は公の場に一切姿を現さなかった。

3 6.

ブラジル ブラジルのルラ(Luiz Inácio Lula da Silva)大統領はブラジル訪問中のブッシュ

米大統領と会談し、エタノールを中心としたバイオ燃料の統一基準確立や、第3

国向け生産技術移転に関する協力などで合意した。

3 9.

ベネズエラ アルゼンチンで開催された反米集会に参加したチャベス大統領は、ブッシュ米

大統領の中南米来訪をにらみ「中南米の兄弟国に来たブッシュ大統領は、政

治的にはすでに死に体だ」と述べ、反米路線を訴えて気勢を上げた。

3 9.



ウルグアイ バスケス(Tabaré Ramón Vázquez Rosas)大統領は、ウルグアイ訪問中のブッシュ

米大統領と会談し、通商問題などについて会談した。ブッシュ大統領は、バスケ

ス政権を経済面で支援する立場を強調し、穏健左派のウルグアイとの関係を強

化し、南米に広がる反米機運にくさびを打った。

3 10.

コロンビア ウリベ(Álvaro Uribe Vélez)大統領はコロンビア訪問中のブッシュ米大統領と会

談した。ブッシュ大統領は「（ウリベ大統領は）米国にとって戦略的な同士だ」と

語り、コロンビアとの「同盟関係」を改めて確認した。

3 11.

キューバ

コロンビア

ノーベル賞作家ガルシア・マルケス氏は、キューバのカストロ国家評議会議長を

見舞った。両氏は、キューバ革命当時から親交がある旧友。

3 12.

グアテマラ ブッシュ米大統領は、訪問先のグアテマラで同国のベルシェ(Óscar José Rafael

Berger)大統領と会談し、中米から米国に流入する不法移民の対策で協力する

することで合意した。また、麻薬取引の取り締まり強化でも一致した。

3 12.

コロンビア 世界的なバナナ生産企業、チキータ・ブランズ・インターナショナル社（本社・米

オハイオ）は、コロンビアのゲリラ組織の脅しに応じて資金提供していたことを認

め、米司法省に罰金2500万ドルを払うと発表した。チキータ社は1997年から

2004年にかけて右派民兵組織、コロンビア自警軍連合に約170万ドルを提供し

た。左翼ゲリラのコロンビア革命軍や民族解放軍にも同様の資金提供をしたとさ

れる。

3 14.

メキシコ メキシコ市の高級住宅街にある民家から、約2億6000万ドルの米ドル紙幣と短銃

が押収された。覚せい剤密造のための原料輸入資金と見られ、屋根裏や引き

出しに隠されていた。

3 15.

中南米 米州開発銀行(IDB)はボリビア、ホンジュラス、ニカラグアなど中南米5ヵ国に対

して合計44億ドルの債務免除に応じると発表した。

3 16.

メキシコ 検察当局は、覚せい剤の密造容疑でメキシコ市内の民家を家宅捜索し、関係

者7人を逮捕するとともに現金2億5600万ドルを押収したと発表した。薬物犯罪

絡みとしては過去最高の押収額とみられる。

3 16.

ブラジル 脱獄から26年間逃亡してきたイタリアの極左組織「赤い旅団」の活動家、チェ

ザーレ・バティスティ(Cesare Battisti)容疑者が、ブラジル・リオデジャネイロの海

岸で逮捕された。1979年に逮捕され、4件の殺人などの罪で終身刑を言い渡さ

れ、81年に脱獄していた。

3 18.

ベネズエラ ベネズエラと中国は、石油精製や開発投資などエネルギー分野での協力を拡

大する覚書を交わした。米国依存を脱却したいベネズエラと、エネルギーを確

保したい中国の利害が一致した形だ。

3 26.

ブラジル 格安運賃でブラジル第2位の規模に成長したゴル航空が、80年の歴史を持つ

バリグ・ブラジル航空を買収した事を発表した。買収額は約2億7500万ドル。今

後もバリグの名前は残るが、国際線のファーストクラスをなくすなどゴル流の経営

を導入して値下げを実現するという。

3 28.



ブラジル ブラジル地理統計院は、2006年の国内総生産成長率について、当初発表の

2.9％から3.7％に上方修正すると発表した。

3 28.

キューバ キューバ共産党機関紙『グランマ』は、バイオ燃料の利用拡大を推進する米国

政府を批判するカストロ国家評議会議長の論評を掲載した。昨年7月に腸内出

血で手術を受けて以降、議長の論評が掲載されるのは初めて。

3 29.

ブラジル ブッシュ米大統領は、大統領山荘のキャンプデービッドでブラジルのルラ大統

領と会談し世界貿易機関(WTO)の多角的通商交渉（ドーハ・ラウンド）を成功に

導く事で一致した。

3 31.

アルゼンチン 政府は南米南端の町ウシュアイアでフォークランド（マルビナス）戦争犠牲者の

慰霊祭を開き、退役軍人や遺族が出席した。シオリ(Daniel Scioli)副大統領は戦

没者を悼むとともに、「戦争も時の経過も、真実を変えることはない。島はアルゼ

ンチンのものだ。政府は主権回復のため、英国に対話再開を求める」と述べた。

4 2.

アルゼンチン ブエノスアイレス郊外の動物園で、飼育されていたアリクイが飼育係の女性を

襲った。女性は病院に運ばれたが、前足の鋭いかぎづめで腹部を傷つけられ

ており、2日後に死亡した。

4 10.

メキシコ オーストラリア建材最大手のリンカーン社は、メキシコのセメント大手セメックス社

からの、総額約142億5000万ドルの買収提案を受け入れると発表した。これによ

り、セメックス社の年間売上高は約230億ドルとなり、セメント世界第2位のスイス

のホルシムを抜いて、同最大手の仏ラファージュと並ぶ規模となる。

4 10.

エクアドル 憲法改正のための制憲議会設置を問う国民投票が行われ、賛成票が8割を超

えコレア大統領が推し進める改憲の主張が大きな支持を得た。

4 15.

南米 南米主要国の首脳が一堂に会する初の「南米エネルギー会議」がベネズエラで

16・17日の両日開催され、エタノールの主要産出国ブラジルと南米最大の石油

産出国ベネズエラが、資源分野での主導権をめぐり激しい火花を散らした。

4 16.

キューバ 米中央情報局(CIA)元工作員で、2005年5月に潜伏先の米マイアミで捕まった

キューバ出身の国際テロリスト、ルイス・ポサダ(Luis Posada Carriles)元被告が、

保釈金35万ドルで保釈された。キューバのカストロ国家評議会議長を長年付け

狙い、73人が死亡した1976年の航空機爆破事件の黒幕とも見られ、身柄引き

渡しを求めるベネズエラとキューバ両政府は強く反発している。

4 19.

エクアドル ガラパゴス諸島の生態系が外来種や過剰な観光の影響で危機的な状況にある

との調査結果を、国際自然保護連合とユネスコ（国連教育科学文化機関）の調

査団がまとめた。調査結果は6月に開く世界遺産委員会に報告され、委員会は

ガラパゴス諸島を緊急に保全対策が必要とされる危機遺産リストに掲載する事

を検討する。

4 20.

ブラジル 流通世界第2位の仏カルフールは、ブラジルのハイパーマーケット（超大型スー

パー）アタカダァオンを買収すると発表した。買収金額は8億2500万ユーロ。買

収によりカルフールは同国の食品流通市場で首位に立つ。

4 23.



キューバ ブッシュ米大統領はフロリダ州マイアミ大学の卒業式で行った演説で、キューバ

のカストロ政権を「過酷な独裁」と呼んで非難した。また、「自由の光が輝く日は

近い」とも述べ、病気療養中のカストロ国家評議会議長の指導する現体制は長

続きしないとの見方を示した。

4 28.

ベネズエラ チャベス大統領は国際通貨基金と世界銀行から脱退すると発表した。両国際

金融機関から脱退するのは異例。

4 30.

キューバ 首都ハバナでメーデーに合わせた大規模なパレードが開催された。9ヵ月ぶり

に職務復帰するとの憶測が広がっていたカストロ国家評議会議長は姿を見せな

かった。

5 1.

ベネズエラ 政府はオリノコ川流域の重質油地帯で欧米国際石油資本が参画している4つの

操業プロジェクトの国有化を宣言した。

5 1.

キューバ ハバナの国際空港で、武装したキューバ軍の脱走兵3人のうち2人が、米国に

逃げるため民間機をハイジャックしようと空港内に侵入したが、警察との銃撃戦

のすえ逮捕された。

5 3.

セントルシア 中国政府は、台湾と外交関係を樹立したセントルシアとの外交関係を停止し

た。セントルシア在住の古華明大使がセントルシア政府に通告した。

5 5.

パナマ パナマで販売された咳止め薬に中国製の有害な原料が含まれ、服用した少な

くとも100人が死亡した事件で、中国当局は「無許可の業者が、医薬品として使

えない化学原料を製造した」と中国企業の関与を認めた。

5 8.

ブラジル ブラジル訪問中のローマ法王ベネディクト16世(Benedicto XVI)は、ルラ大統領

と会談した。法王は大統領の任期満了の2010年まで「学校での宗教教育の実

施や、教会区の免税化を実現してほしい」などと要請。大統領は「ブラジルを宗

教色の無い、宗教に関連しない国として維持するよう努力する」と述べるにとど

めた。

5 10.

エルサルバドル

ホンジュラス

台湾の経済部（経済省）は、エルサルバドル、ホンジュラスの2ヵ国と自由貿易協

定(FTA)を締結したと発表した。議会での批准を待ち、2008年1月1日を目処に

発効させる予定。台湾がFTAを結ぶのは5ヵ国となり、いずれも外交関係のある

中米諸国。

5 10.

コスタリカ 首都サンホセのロシア大使館で、拳銃を持った若い男が人質を取って立てこ

もった。男は約4時間後に投降し、地元警察に拘束された。大使館員に怪我は

なかった。

5 11.

中南米 ブラジル・サンパウロ郊外でラテンアメリカ・カリブ司教協議会が開催された（31

日まで）。会議の結論では、グローバル化の中でカトリック教会が難しい局面に

あることが認められ、貧困層に対する働きかけを強める必要性が強調された。

5 13.

コロンビア のどが青と緑色をした新種のハチドリが発見された。鑑定したドイツの研究所

は、「ハチドリの新種としてはこの10年で最も見事な発見」としている。

5 13.



ブラジル パソコン大手のデルは、サンパウロ近郊のオルトランディアにブラジルで2ヵ所目

の工場が稼動したと発表した。

5 14.

ブラジル ブラジル外国為替市場で通貨レアルが対ドルで3営業日続伸した。前日比

0.026レアル高の、1ドル＝1.983レアルで取引を終了し、6年ぶりの高値となっ

た。

5 15.

中南米 米国勢調査局は、米国の人口3億人のうち、ヒスパニック系などのマイノリティー

の人口が1億人を突破したと発表した。マイノリティの中で最大のヒスパニック系

は4430万人にのぼり、総人口の約15％を占めている。

5 17.

コスタリカ ドブレス(Roberto Dobles Mora)環境エネルギー相は、今後20年間で国内の温

暖化ガスの排出量を差し引きでゼロにする方針を表明した。火力発電所を全廃

する一方、植林を進めるなどして二酸化炭素の排出と吸収を均衡させる。

5 24.

ベネズエラ 政府は28日午前零時に期限切れとなる反政府系民放テレビ局 RCTVの放送免

許を更新せず、同局は放送終了に伴い、事実上の閉鎖に追い込まれた。

5 28.

ブラジル 中南米最大の牛肉加工・輸出会社であるブラジルのJBSは、米食肉大手スウィ

フトを14億ドルで買収すると発表した。手続きは7月までに終える予定で、同社

は今回の買収で世界最大手になるとしている。

5 29.

ベネズエラ 政府は米CNNとベネズエラのニュース専門局グロボビジョンについて、「情報操

作の疑いがある」として検察当局に捜査を命じた。ララ(Willian Lara)通信情報相

は「CNNは反ベネズエラキャンペーンを展開している」と批判し、政府の判断を

「人権に配慮し、法に基づいた正当なものだ」と主張した。

5 29.

ブラジル インドを訪れているブラジルのルラ大統領は、インドのシン(Manmohan Singh)首

相と会談し、両国間の年間貿易額を2010年までに100億ドルに拡大する事で合

意した。両首脳は、「米印原子力協定」の実現をにらみ、民間原子力分野での

協力関係を築くことでも一致した。

6 4.

ブラジル サンパウロ市内で4・5日の両日、世界初の「エタノールサミット」が開催され、ブラ

ジル政府首脳や米国のトウモロコシ生産業界代表などが出席し、バイオエタ

ノールの普及や環境・食糧問題について討議された。

6 4.

スリナム 米国を拠点とする自然保護団体「コンサベーション・インターナショナル」が、スリ

ナムで新種のカエルを発見したと発表した。発見されたカエルは濃い紫色の体

に鮮やかな藤色の模様で、生息地は首都パラマリボの南東約130キロの熱帯雨

林が生い茂る高地。

6 4.

コスタリカ 中国外務省は、コスタリカと国交を樹立したと発表した。コスタリカは台湾と断交

し、これにより台湾と外交関係を持つ国は24ヵ国となった。

6 7.

チリ

ペルー

チリ最高裁判所は、ペルーのフジモリ(Alberto Fujimori)元大統領を自宅軟禁下

に置くよう命令した。ペルー政府からの引き渡し請求について、最高裁判所顧

問が引き渡すよう勧告する報告書を提出したことを受けた措置。

6 8.



アルゼンチン キルチネル(Néstor Kirchner)大統領はフォークランド戦争終結25周年にあたり

演説を行い、英国の勝利を「植民地支配的勝利であり、受け入れられない」と非

難、改めて領有権を主張した。

6 14.

アルゼンチン 男子ゴルフのメジャー第2戦、全米オープンはペンシルバニア州で行われ、ア

ルゼンチンのアンヘル・カブレラ(Ángel Cabrera)選手が69で回り、通算5オー

バーで優勝した。南米選手の大会制覇は史上初。

6 17.

キューバ 米議会で米国と国交のないキューバへの経済制裁を一部緩和し、米国からの

農産物輸出などを促進させる法案が提出された。

6 21.

キューバ 米中央情報局(CIA)は、1960年にキューバのカストロ国家評議会議長の毒殺を

試みた事を示す内部文書を公開した。米司法当局が行方を追っていた重要容

疑者に依頼するなど大胆な手口が記されている。

6 26.

ペルー 熱帯のペルー沿岸部の別々の地層から、約4200万年前と約3600万年前に生

息していたとみられるペンギンの化石がみつかったと、米ノースカロライナ大学

などの研究チームが発表した。これまで考えられてきたよりも数千万年古く、温

暖地域に生息した事を示す成果で、ペンギンの進化の歴史をたどる手掛かりに

なると期待されている。

6 26.

コロンビア 左翼ゲリラ、コロンビア革命軍(FARC)は、人質として拘束していたバジェ・デル・

カウカ県の県議会議員12人のうち、11人が戦闘に巻き込まれて死亡したと発表

した。ウリベ大統領はFARCを強く非難した。

6 28.

パナマ シュワブ(Susan C. Schwab)米通商代表部代表とパナマのフェレル(Alejandro

Ferrer)商工相は、両国間の自由貿易協定に署名した。議会の承認を得て発効

すれば、消費財や鉱工業品にかかる関税のうち約90％を即時撤廃し、残りの約

10％も10年かけて廃止する。

6 28.

ブラジル ブラジルと欧州連合(EU)は、ポルトガルのリスボンで首脳会合を開き、環境、エ

ネルギー、教育、人権保護など幅広い分野での連携・協力を深める「戦略的

パートナーシップ協定」を結ぶことで合意した。

7 4.

中南米 人類が作ったユニークな建造物を後世に伝えることを目的とする「新・世界の七

不思議」の発表式典がポルトガル・リスボンで行われた。ラテンアメリカからは、

マヤ文明の遺跡チチェン・イツァ（メキシコ）、インカ帝国の遺跡マチュピチュ（ペ

ルー）、リオデジャネイロの巨大キリスト像（ブラジル）が選ばれた。

7 7.

アルゼンチン キルチネル大統領夫人のクリスティナ(Cristina Fernández de Kirchner)上院議

員が、10月に実施される大統領選挙に出馬する見通しとなった。世論調査で

は、トップの支持率を集めている。

7 7.

中南米 ブッシュ米大統領は、政府間で合意済みのペルー、パナマ、コロンビアとの自

由貿易協定について「議会の承認がきわめて重要だ。近隣諸国の繁栄を願うな

ら、協定を支持しなければならない」と語り、早期承認を促した。

7 9.



メキシコ 中部ケレタロ州にあるメキシコ石油公社の天然ガスパイプラインで爆発事故があ

り、天然ガスと液化石油ガス、原油の計3本のパイプラインが閉鎖された。反政

府武装組織の革命人民軍は、ネット上で犯行声明を発表した。

7 10.

ペルー

チリ

ペルー政府によるフジモリ元大統領の身柄引き渡し要請を審理してきたチリ最

高裁は、身柄をペルーに引き渡すべきではないとの決定を下した。

7 11.

チリ

ペルー

ペルー政府は、フジモリ元大統領の身柄引渡請求をチリ最高裁が却下したこと

を不服として、異議申し立てをした。

7 12.

ブラジル

ベネズエラ

サッカーの南米選手権はベネズエラ・マラカイボで決勝戦が行われ、ブラジル

がアルゼンチンを3-0の大差で破り、2大会連続8度目の優勝を果たした。

7 15.

南米 米ゼネラル・モーターズ(GM)は、新興市場向け小型車の開発を進めるため、ブ

ラジルやアルゼンチンの開発拠点、工場に5億ドルの投資をすると発表した。

7 18.

アルゼンチン サッカーの20歳以下ワールドカップ決勝戦がカナダ・トロントで行われ、アルゼ

ンチンがチェコを2-1で下し、2大会連続で史上最多を更新する6度目の優勝を

果たした。

7 22.

キューバ キューバ中部のカマグェイで革命記念式典が行われたが、カストロ国家評議会

議長は姿をあらわさなった。式典では弟のラウル(Raúl Castro Ruz)国防相兼第

一副首相が演説を行い、10万人の市民を前に兄の回復を強調した。

7 26.

ブラジル 韓国証券最大手の大宇証券は、韓国の金融機関では初めてブラジルの株式と

債権投資に特化したファンドを売り出すと発表した。

8 8.

ベネズエラ 台湾の野球協会「台湾棒球協会」は、ベネズエラで8月17日から開かれる国際

野球連盟主催の少年野球世界大会に、台湾チームがベネズエラ政府から入国

ビザ発給を拒否され出場できなくなった、と発表した。ベネズエラは台湾と外交

関係を持たないが、国際大会に参加するスポーツ選手の入国拒否は国際的に

は異例。

8 10.

ペルー 中部沿岸部で、マグニチュード8の非常に大きな地震が発生した。当局は16日

時点で、死者が少なくとも350人、負傷者は1000人以上に上ることを明らかにし

た。

8 15.

ベネズエラ イギリスのロンドン市は、ベネズエラの支援を受け低所得層のためのバス運賃割

引制度を導入すると発表した。市はベネズエラ国営石油会社から年3200万ドル

の補助金を得てバス運賃を5割以上引き下げる。その代わり、交通、観光、都市

計画など市政運営でベネズエラに助言する。

8 20.

ブラジル ブラジル商品先物取引所は、クリーン開発メカニズム（CDM)に基づく温暖化ガ

スの排出権取引市場を9月、サンパウロに初めて開設するすることを明らかにし

た。これまで相対で行ってきたCDM取引の透明性を高め、取引を活発化する狙

い。

8 21.



メキシコ 大西洋で発生した大型ハリケーン「ディーン」がユカタン半島に上陸した。メキシ

コ石油公社は進路にあたる油田などの掘削作業を中止して、作業員を陸地に

避難させた。

8 21.

キューバ キューバ共産主義青年同盟機関紙『フベントゥ・レベルデ』は、病気療養中のカ

ストロ国家評議会議長の長文コラムを掲載した。議長について、米マイアミの反

カストロ政権の亡命キューバ人らを中心に「死亡した」との噂が流れていたが、コ

ラムは憶測を打ち消す狙いがあるとみられる。

8 26.

キューバ 米紙『マイアミ・ヘラルド』は、チェ・ゲバラ(Ernesto Che Guevara)がボリビアで殺

害された後に切り取られたとされる髪の毛などを、米中央情報局(CIA)の元工作

員の亡命キューバ人が10月に競売に出品する予定だと報じた。

9 3.

南米 ペルー、コロンビアなど4ヵ国で構成する自由貿易圏のアンデス共同体は、ベネ

ズエラの再加盟に向け、近く同国政府と調整を始めることを明らかにした。

9 7.

グアテマラ 大統領選挙が行われたが、得票率50％を超える候補がいなかったため、得票

数で上位2人に入った国民希望党のアルバロ・コロン(Álvaro Colom)と愛国党の

オットー・ペレス・モリナ(Otto Pérez Molina)による決選投票が11月4日に実施さ

れることとなった。

9 9.

ブラジル 国営石油会社ペトロブラスは、2010年までにブラジル国外での石油・天然ガス

の生産量を2006年比で1.8倍に引き上げる計画を発表した。精製や探査、輸送

など各分野に08年からの5年間で総額約150億ドルを投資する。

9 10.

コロンビア 政府は麻薬犯罪組織の「ボスの中のボス」と呼ばれるディエゴ・モントジャ(Diego

León Montoya Sánchez)容疑者を逮捕した。同容疑者は米国市場向けに大量

のコカインを生産、密輸し、米連邦捜査局は最重要指名手配犯のひとりとして

懸賞金500万ドルをかけて行方を追っていた。

9 10.

ジャマイカ 3日に行われた総選挙で野党・ジャマイカ労働党が勝利したことを受け、ブルー

ス・ゴールディング(Orette Bruce Golding)党首が新首相に就任した。ジャマイカ

の政権交代は18年ぶり。

9 11.

ブラジル ブラジル地理統計院は、2007年7-12月期の国内総生産は、前年同期比で

4.9％増加したと発表した。半期ベースでは04年1-6月期以来2年半ぶりの高い

伸びになった。

9 12.

ペルー 南部プノ州で直径約30メートル、深さ約6メートルのクレーターができた。これに

ついて、ロシア紙の『プラウダ』（電子版）が隕石ではなく人工衛星の落下が原因

とみられるとの説を伝えた。クレーターから発生し、住民に異変をもたらしたガス

は、燃料の放射性物質が残留したためとしている。

9 15.

南米 メルコスルと欧州連合は地球温暖化対策で連携を強化することを決めた。バ

ローゾ(José Manuel Barroso)欧州委員長とメルコスル議長国のバスケス・ウルグ

アイ大統領がブリュッセルで会談、合意した。

9 18.



チリ

ペルー

ペルー政府によるフジモリ元大統領の引渡し要請を審理してきたチリ最高裁の

刑事法廷は、身柄をペルーに引き渡す最終決定を下した。

9 21.

キューバ 国営テレビは病気療養中のカストロ国家評議会議長のインタビューを放送し

た。同テレビによると、収録は同日に行われ、およそ3ヵ月ぶりの肉声となる。

9 22.

チリ

ペルー

フジモリ元大統領は、チリのサンティアゴの空港でペルー政府に身柄を引き渡

され、ペルー警察の航空機で直ちにペルーの首都リマに移送された。

9 22.

ブラジル サンパウロ商品先物取引所で、温暖化ガスの排出権取引が始まった。初取引

には欧州や米国の金融機関、エネルギー関連企業など9社が参加した。

9 26.

チリ 司法当局は、公金横領容疑でピノチェト(Augusto José Ramón Pinochet Ugarte)

元大統領の家族や協力者23人の逮捕を命じ、警察が高齢の妻を除き、子ども5

人らの身柄を拘束した。

10 4.

エクアドル コレア大統領は、外国の石油会社が契約時に取り決めた額を上回る収入を得

た場合、超過分の99％を国庫に納めるように命じる大統領令を発した。エネル

ギー相は、国庫収入が年間で8億3000万ドル増えるとの見通しを示した。

10 4.

キューバ 南東部グランマ州ヤラの踏切で列車とバスが衝突し、少なくとも28人が死亡、73

人が負傷した。

10 6.

コスタリカ 米国などが参加する中米自由貿易協定(CAFTA)への参加の是非を問う国民投

票が行われ、賛成票がわずかな差でで反対票を上回る見通しとなった。

CAFTAは米国と中米6ヵ国で2004年に政府レベルの協定が結ばれたが、コスタ

リカのみ批准が遅れていた。

10 7.

メキシコ 7日まで米カリフォルニア州で行われた米女子プロゴルフツアーのロングズ・ド

ラッグズ・チャレンジでロレーナ・オチョア(Lorena Ochoa)が2位に入り、史上初め

て年間獲得賞金300万ドル突破を果たした。

10 7.

キューバ 1967年にボリビアで処刑されたチェ・ゲバラの没後40周年を記念するキューバ

政府主催の式典が、中部サンタクララで開かれたが、病気療養中のカストロ国

家評議会議長は欠席した。

10 8.

中南米 ブッシュ米大統領は講演で、ペルー、パナマ、コロンビアの3ヵ国との自由貿易

協定(FTA)について、「できるだけ早い可決を議会に促す」と改めて表明した。

ベネズエラやボリビアを念頭に置き、「誤ったポピュリズムと対抗し、自由と民主

主義を強める」とも述べ、3ヵ国とのFTAが反米姿勢を示す国への対抗軸になる

との見方も示した。

10 12.

ペルー フジモリ元大統領が在任中に側近の妻の住宅を違法に家宅捜索したとされる

事件をめぐり、簡易裁判が首都リマ市内にある収監先の警察施設で始まった。

10 12.

キューバ

ベネズエラ

カストロ国家評議会議長はテレビ番組に電話出演した。キューバ中部サンタクラ

ラからの生中継で、ベネズエラのチャベス大統領と1時間ほど対談し、「君と僕は

悪の枢軸だ」と冗談を飛ばし米ブッシュ大統領を批判した。

10 14.



アルゼンチン

ブラジル

ブラジル科学アカデミーとアルゼンチンのコマウエ大学の研究チームは、アル

ゼンチン中西部のネウケン近郊で新種とみられる世界最大級の恐竜の化石を

発掘したと発表した。恐竜は草食で、推定体長は32～34メートル、高さは13メー

トル、体重は70トン前後。約8800万年前の白亜紀の地層から出土した。

10 15.

コスタリカ 国連総会は、安全保障理事会の非常任理事国の改選選挙を実施し、コスタリカ

など5ヵ国が当選した。任期は2008年1月から2年間。

10 16.

南米 英国政府は南極大陸周辺の約100万平方メートルを「自国の大陸棚」として、国

連の「大陸棚の限界に関する委員会」に申し出る方針を決めた。この範囲は大

半が南米諸国の主張と重なる可能性が高い。

10 17.

ブラジル ブラジル、インド、南アフリカ共和国の3ヵ国は、南アの首都プレトリアで首脳会

議を開催した。資源開発や貿易拡大など経済協力のほか、国連改革の要求な

ど外交でも足並みをそろえることを確認した。

10 17.

メキシコ 政府が出資するアエロメヒコ航空を米シティグループ系を中心にした企業連合

に売却することを決めた。政府所有分の62％のほか、上場分の株式を含めた買

収総額は約2億5000万ドル。同社をめぐってはシティグループのほか、地元企

業家、競合する航空大手のメヒカーナ航空が買収合戦を展開していた。

10 17.

ブラジル 北米最大の先物取引所のCMEグループとブラジル商品先物取引所は、株式持

ち合いや取引システムの接続、上場商品の共同開発などで基本合意した。

10 23.

メキシコ 南東部カンペチェ州沖合いにあるメキシコ石油公社の油田で火災が発生した。

その後、長期間にわたり火災は続き、大量の原油がメキシコ湾に流出した。

10 23.

キューバ ブッシュ米大統領は国務省でキューバ政策について講演し、各国がキューバの

カストロ政権に対する民主化圧力を強化するよう求めた。「米国は自国民を犠牲

にする犯罪政権を生き延びさせる手助けはしない」と語り、対キューバ経済制裁

を解除しない考えを改めて示した。

10 24.

キューバ チェ・ゲバラの遺髪とされる毛髪の束が、米テキサス州ダラスの競売会社でオー

クションにかけられ、10万ドルで落札された。

10 25.

キューバ キューバ共産党機関紙『グランマ』は、全紙面の半分にあたる4ページをさいて

ブッシュ米大統領が24日に発表した対キューバ政策の詳細や、ペレス外相によ

る反論を伝えた。米大統領の演説がキューバのメディアで詳細に伝えられるの

は異例。

10 25.

アルゼンチン 大統領選挙が行われ、キルチネル大統領の妻で、上院議員のクリスティナ・フェ

ルナンデス・デ・キルチネル候補が当選した。

10 28.

ブラジル チューリッヒで開かれた国際サッカー連盟理事会で、2014年ワールドカップをブ

ラジルで開催することが決定した。ブラジル開催は1950年以来64年ぶり2度目。

10 30.

ブラジル 2005年7月にロンドンで起きた地下鉄バス爆破テロの捜査で警察の捜査員らが

ブラジル人男性をテロ容疑者と取り違えて射殺した事件で、ロンドン中央刑事

裁判所の陪審はロンドン警視庁に有罪の評決を下した。

11 1.



ハイチ 国連事務総長報道官は、性的搾取や虐待を続けていたとして、ハイチに展開

する国連ハイチ安定化派遣団のスリランカ兵約950人のうち約110人を本国に送

還すると発表した。国連内部監査部の調べで、未成年者相手の買春行為など

が発覚しており、本国で裁かれるという。

11 2.

コロンビア 首都ボゴタで大量のひょうが降り、市内の公園で約10センチ降り積もったほか、

ひょうを含んだ水は低地や地下の駐車場などに流れ込み乗用車約70台が埋

まった。

11 3.

ブラジル サンパウロで同国の航空会社のビジネスジェット機が住宅密集地に墜落し、操

縦士を含む少なくとも8人が死亡、2人が負傷した。

11 4.

グアテマラ 大統領選の決選投票が行われ、国民希望党のアルバロ・コロン候補が愛国党

のオットー・ペレス・モリナ候補を破り当選した。

11 4.

ブラジル 国営石油会社ペトロブラスは、水深5000～7000メートルの近海に原油と天然ガ

ス合わせて埋蔵量が50億～80億バレルとみられる油田を発見したと発表した。

今回の発見は、従来のブラジルの確認埋蔵量140億バレルの半分近くにあた

る。同社は早ければ2010年から試掘を開始する方針。

11 8.

ペルー 軍特殊部隊による市民殺害事件など人権侵害の罪に問われたフジモリ元大統

領に対する最高裁特別法廷の初公判が、首都リマの警察関連施設で開かれ

た。検察側は禁固30年を求刑し、賠償金支払いを求めたが、元大統領は刑事

責任を否定し、起訴事実を全面的に争う姿勢を示した。

11 10.

ベネズエラ チリの首都サンティアゴで開催されたイベロアメリカ首脳会議で、ベネズエラの

チャベス大統領が親米路線をとったスペインのアスナール(José María Aznar)前

首相を「ファシスト」と非難を続けたことに対し、フアン・カルロス(Juan Carlos I)国

王が「黙らないか」と一喝した。

11 10.

ペルー 元側近の妻の住宅を違法に捜索した職権乱用罪に問われたフジモリ元大統領

に対して、簡易裁判所は禁固6年と罰金40万ソル（約1500万円）の支払いを命じ

る判決を下した。フジモリ被告は判決を不服として控訴する意向を示した。

11 11.

チリ 北部アントファガスタ県でマグニチュード7.7の地震が発生し、崩れた民家の下

敷きになり2人が死亡、アントファガスタ市内などで少なくとも100人以上が負傷

した。また、15日時点で4000棟の家屋が全半壊、約1万5000人が家を失ったこと

が明らかとなった。

11 14.

ベネズエラ チャベス大統領はフランスのテレビ局とのインタビューで「平和利用のために核

開発を始めるつもりだ」と述べた。具体的な開発時期などには言及しなかった。

11 15.

ベネズエラ チャベス大統領はテヘランを訪問し、イランのアハマディネジャド(Mahmoud

Ahmadinejad)大統領と会談した。両大統領は会談を通じ両国の合弁による銀行

の設立で合意、石油や石油化学産業をめぐる両国間の関係強化で一致した。

11 19.



ペルー 最高裁判所は、1992年にフジモリ政権（当時）が軍部と組んで議会を閉鎖した

「自主クーデター」をめぐって、当時の閣僚ら10人に反逆罪などの罪で最長10

年の実刑判決を言い渡した。

11 26.

マルティニーク 米地質調査所によると、マルティニーク付近でマグニチュード7.4の地震が起き

た。島内の複数の建物が崩壊したが、大規模な人的被害は確認されなかった。

11 29.

ベネズエラ 大統領の再選制限の撤廃などを柱とする憲法改正案の国民投票が実施され

た。改正案は大統領任期を6年から7年に延長、2度目までの再選制限を撤廃

するものであったが、反対票が賛成票をわずかに上回り、改憲案は否決され

た。

12 2.

ペルー 米上院は米国とペルーの自由貿易協定(FTA)を賛成多数で可決した。パナ

マ、コロンビアとのFTAについては民主党を中心に異論が多く、採決の目処が

立っていない。

12 4.

エクアドル 石油輸出国機構(OPEC)は、エクアドルが正式にOPEC加盟国として復帰したと

発表した。1963年から1993年まで加盟していたが、拠出金の負担が重いなどの

理由で脱退していた。

12 5.

南米 アルゼンチン、ベネズエラなど南米7ヵ国が域内の経済開発を目的として開設

する新銀行「バンコ・デル・スル」の調印式が、アルゼンチンの首都ブエノスアイ

レスで開かれた。参加各国が分担して計70億ドルを出資するが、出資比率は未

定。本部はベネズエラの首都カラカスに置かれる見込み。

12 9.

アルゼンチン クリスティナ・フェルナンデス・デ・キルチネル新大統領が就任した。任期は4年。

新大統領は就任式で演説し、フォークランド（マルビナス）諸島の領有権につい

て、英国に協議を呼びかけた。

12 10.

ドミニカ共和国 17世紀後半の海賊ウイリアム・キッドが使っていた船とみられる残骸が、ドミニカ

共和国沿岸の海底で見つかったと、米インディアナ大学が発表した。同国南東

部のカタリナ島から20メートル、水深3メートルの海底に船の遺物があるのを地

元住民が発見して政府に通報。依頼を受けた同大が調査していた。

12 13.

ペルー ブッシュ米大統領は、米国とペルーの自由貿易協定に署名した。これで、同協

定の批准手続きは完了し、正式に発効する。

12 14.

南米 国際サッカー連盟(FIFA)は、標高2750メートルを超える土地での国際試合は、

事前の高地順応を伴わない限り禁止する事を決定した。

12 15.

ボリビア 中央政府が提案した民族主義色が濃い憲法改正案に反発し、国内9県のうち4

県の知事が「自治」を宣言した。改憲を進めるモラレス大統領が「大地主たちは

国民投票での敗北を恐れている」と非難するなど政治的緊張が高まっている。

12 15.

南米 ブラジル、チリ、ボリビアの南米3ヵ国の首脳がボリビアの首都ラパスで会談し、

2009年前半までに太平洋と大西洋を結ぶ道路整備を進めることで合意した。約

4000キロの新規建設や拡幅、補修などの工事をする予定で、海路で45日かか

るコンテナ輸送が4日に短縮される見通し。

12 16.



ブラジル 国際サッカー連盟(FIFA)は、サッカー界に多大な貢献をしたとして往年のブラ

ジル人名選手ペレ(Pelé)にFIFA賞を授与した。

12 17.

ウルグアイ シャルレス(Luis Charles)判事は、軍事独裁期の市民の秘密収容所への連行や

行方不明に関与した罪でアルバレス(Gregorio Conrado Álvarez Armelino)元大

統領を起訴し、拘置した。

12 17.

南米 メルコスル（南米南部共同市場）はイスラエルと自由貿易協定(FTA)を締結し

た。メルコスルが中南米域外の国とFTAを結ぶのは初めて。

12 18.

ブラジル 中南米有数の美術館として知られるサンパウロ美術館で、ピカソなどの絵画2点

（計60億円相当）が強盗された、わずか3分間の犯行だったという。

12 20.

ペルー 軍特殊部隊による民間人殺害で殺人の罪に問われたフジモリ元大統領が、最

高裁特別法廷の公判で、軍のテロ作戦による犠牲者に謝罪した。ペルーでは、

1980～90年代に左翼ゲリラのテロや軍による掃討作戦で約2万5000人が死亡し

たとされ、そのうち1万人が市民といわれる。

12 21.

メキシコ メキシコ市のトラテロルコ地区で、アステカ文明のものとしてはこれまで発見され

た中で最も古いと見られる1100～1200年ごろのピラミッドが発掘された。トラテロ

ルコはアステカの首都テノチティトランとともに1325年に築かれたとされていた

が、今回の発見で更に古い時期から発展していた可能性が出てきた。

12 27.

キューバ 人民権力全国会議（国会）がハバナで開かれ、ラウル・カストロ国家評議会第1

副議長（暫定議長）が「法規制や禁止が多すぎて利益より損害が生まれている」

などと演説、農業生産などの改革に強い意欲をみせた。

12 28.
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